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教育における 言語教育の ラ ドイツ語の
Possibilities of Multilingual Education in Primary Education

Fusion of Music, Computer Programming and German Language

        
教育学科教授 会学科 教授 国語 学科

教育 は「 国語 」とし がら 、 の の と は「 語」 ることに 意 を

、い に 教育 に「 国語理 」 「異文 理 」を す を した の る。 は、

「 」を した「 言語教育」の お び「 ラ 」の教育 における を 的

に する の る。 の 的は、 の科 結 の授業を ること 、

する において児童た の 考 を成 る教 を 成すること、 して れを実 するた

に 「 」、「 ラ 」、「ドイツ語」 、 「科 」の を した 的 を する授業

ラ を すこと る。

キーワード： 言語教育、異文 理 、 ラ 教育、 教育、ドイツ語教育

１．序論
教育 は「 国語 」とし がら 、

の の と は「 語」 る。また、
文 科学 が 成している には、

国の ツが が ているが、い
れ 国 が 語を学 こと、 るいは

教育を けることを 的とした の
る。

は、 言語教育に関して、会
は 語を 語とする に
れている。これは、 語 け を

することが きる に てい こと
が れる。 の う ことを け、 大
学 は、 に イ の教
育 が i れているが、 たして 言語
教育を 教育の ら る いの
う に うとこ る。 の として、
国際 教大学 は、 学 と 学 と
の にする をし、異文 理 を
る うしているが、 語 の授業 いた 、

うして 語 会 をしてしまい、 学 の
語 が まら い の い i i。

この う こと ら らは、言語に して
と を ている小学

に しての 教育の 会が たれると考えて
いる。 教育 異文 を し、 言
語教育 結びつけることは ると考え
た。
し し こ 大き と るのが、小学校

教 を するに た 、 れている
のは、「 語」 るという る。これ は
語以 の言語 に て、 言語教育 異

文 理 を す う 授業を う は に
ることは ら る。

こ らは、教 らが 語以 の言語
た と に し る う ツと

して、 し すい「 」「 」を
とした ラ を することにした。

うすること 、 の教 らが、 を
てい と の 方 え理

きれ 、 の は いと考え、 の
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に することとした。
国際 が 、 言語 の を られ

ている を え 、この う ツは
大 的にとらえることが出 る。
文 科学 が した「小学校の 語教育に

関する意 」を見て ると、 語 が
きと した児童は、73.9 の
実に 80 の児童た が、「 語の を た
、 語の をした きる ら 語が

き 」と している。 方、 語 が い
と した児童の 50.4%は、「 語を

ことがうま き い ら」 るいは「 的
学 の は 語 以 の学 の方が

き ら」 i i i る。
また、 が 2015 に した、「小学
の 語学 に関する 」に ると、小学 5

6 の 80 以 が「小学校 の 語の は
学校 に つと う」と し、60 以

が「教 の 語を て たい」と意 を
している。 方、 の 60 は「 国語
」に してい い ivとの結 が出ている。
らに「 の 語学 に関する実 」

の結 を見ると、 会 の 語の は と
いと しているのは 10 は

るが、自らが 語を ているといる
う については、 学 の 44 以 、 校 の
46 以 が「 と い」と している。
つま 、 語は 会的には しれ いが、
自 は 語に自 が い ら い vという
結 が れている。小学 の には「教
以 いたい」、「 語の は 学校 に
つ」と えていたに ら 、 に

ると の いが てきてしまう。
教育の は、 ICT 教 の 、 ラ

教育の 実が言 れて しいが、 の
の教 た の が えたことは い。

というの 、 が に がらにして、
国の 、 、言 を 、

自 の に としての ら 自 の と
して てい 、 の う が
れてい いた 、優れたツ の を
に き いという に る ら

る。
こ 論 は、 言 ラ

の を 、 の 教育に
ラ の を る。
学校に れ 「 語科」が るた 、 語

の詳しい については科 れた す
き 、 教育 は、 国語 し
「 語」に する は られ い。
し 、 の うに と が

してい らこ 、 文 の
してきた 言語を れ、 語との差

異を見出した 、 語の文 との差異を見
出した す き は い と考える。 の う

が いままに 学 に て「
語科」として 語を学 として 「 え い
語」と い。 の 15 は、OECD

の 学 的には クラス るに
ら 、 国 教育政 2015 語の
は いことを している v i。 吉 2017
らは、この う 会的 きを に

教育 の の 言語教育、 文
理 を すことの きる ラ に け、

ラ ドイツ語が に
する 業 を う を た。

こ は、2021 ている
大学 小学校「 が き

ク 」 業について、実践 と児童お び小
学校教 の意 の を とに 、
ラ ドイツ語の の を

ることを 的とする。

2 viiにおける「 ラ
言語の 」に関する実践

の はこれま 、 教育に
おける教 の として、 と の
を てきた。 、「 ら きとき き

イ ス」 した、『 をつ い
を につけ う 2017 』 は、 を い
る を きる う ラ の を

た。
ラ には、 スク に

が し出 れてお 、 が う
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に き出すという の る。 の 成
は、 は、す て と の複 成 れて
いる。また の に いられる は、

、 イ 、
、 ラ

の 4 の と 、 を て 6
れている。また、す ての には「

の き」という し け
れている。 は、す ての が
れ、 はこの を の うに して、

い に る 、 する。
の 、 た の が れ い

に ることが るが、 は、自
らが と るた 、 的に の の

を自 することが と
る。 え 、「この言 は の たい」
と い、自 に の 、 い
ている には い に こえ た 、

に い したつ 、
こえ た することが こる。

こ 、 が、 を すると、 イクが の
い を し に した、

の の が を して
という う の る。 は
を らい い したつ て
「 」 は を いてい こ

と 、 的に「 の は自 が している
い い の 」と する

ことが きるということ る。
し し、 こ は、 の の 、

の が自 う う が出 てい い
と た 、 の う 方 が
るの 、 るいは、自 が ている が
に出 たの を ラ ら自
することは の た。 の う

こと ら らは、 、 ラ し
てドイツ語とい た の科 の学びと科
学 、 して言語の科 との に の

を 、 の に る、
と、 言語教育との

を見い し、 することにした。

3 ラ ドイツ語の
を る 業の

3 1 業の
業は、 大学 小学校 れ

ている、「 が き ク 」の と
して う の る。
「 が き ク 」は、小学校教
が を 、児童に して

しいこと 、 の学 は き い う
を考え実 してい の る。

また する言語にドイツ語を した理
は の る。
文 科学 教育 教育

2 2 小学校における 語教育につ
いての に関する参考

2005 に ると、 の 語 の 1 は
「 国語」 885 2 は「 語」 400 3
は「ス イ 語」 332 と き、 9 に「
語」 125 して 10 が「ドイツ語」 100
る。 100 vii i

このこと ら、 と ら い
の がドイツ語を 語として しているこ

と、 ドイツ語は の 「ドイツ 」
という を していること ら、言
の のに 的 が ること、

れている にドイツ ら てきた
が ること、 意 は るが、

の「 」 Karte 「 イ 」(Arbeit)
ドイツ語が 語として れているこ

と、 ら 語以 の言語として「ドイツ語」
を した。

3 2 業 の詳
3 2 1 1 「 が き
ク 」

2021 12 21 11 ら 12
参 大学 小学校 1 ら 6

104 小学校教 4
、大学教 3

大学
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1 「 が き ク 」
に小学 が に

について
1 き る うに教 として、『ドイ

ツ語に れ う』 を 成して いた。 18
学 の は、

1 ドイツ語の い つをし う
2 ドイツ語 自 をして う
3 ドイツ語の の をうたおう
4 ドイツ ら てきた をし う
の大き 4 を 扱 た。

詳
実践 扱う については、ま ドイツ

語は この国 れているの を
した。この た は「

い」「 の国 」「この てる」
れ れのイ を にしていた。
の 、学 を し 1 ドイツ語の

い つをし う た。

1 ドイツ語 い つを学

ドイツの い つは、言 と言 とを すこと

出 ている。 のた 、 は、「おは う」
=「Guten Morgen」を ると、 下 を
えること 、「こ に は」 「Guten Tag

」、「こ は」 「Guten Abend」 るこ
とが出 ることを し、 し
がら に出して することを した。
に の とドイツ語 い つを す

に ると、児童らはドイツ語の を し
し て、 の きが い、「 イ イ」
「Tschüss」を言い がら を た し

て、 し が られた。
に 2 自 をし うの は、自

の と自 の 、 して いる府 を
れる け は るが、 い つ た「

しい」 が ている たた 、児
童らは と し 自 をし
がら、ドイツ語に し が見られた。

2 自 を

自 については、 2 の 自 の
以 は、      に き 語を学
いるた 、見 がら き うという
にした。 うすること 、自 が した

ドイツ語を き、 を けると
考えた。

3 ドイツ語の の をうたお
う は、 「A B C 」を 文 に
つ の が に ている を
い がら のイラス が出て る を
し がら に出して すること 、児童た
は、 て ドイツ語の に 関 を
し、 を し いた。
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3 クイ の

を て とするの は 、 らに
に し た に「 い し」

をする う 学 るクイ を 意し
た。児童た は、 の い し 、
の い し を し ことが る 、
「 がして る 」「 、ここ い 」
「 し い す 」 を て

に る児童た と自 に に考える
、 に し が見られ

た。
の は、児童た が ている う「ド

イツ ら てきた 」を し、ドイツ語
の を た。

4 を ら え うの

4 は えるのうた の を 5 つに
けて、ドイツ語の を き がら を ら

える る。
を した理 は、下 の うに、

の がドイツ語の きと てお 、
成 れていること ら、 に

ら えられると考えた ら る。
語 下 ドイツ語

えるのうたが
Ganze Sommernächte lang,   

きこえて る
   hören wir den Froschgesang;
ク ク ク ク

   quak quak quak quak

kä kä kä kä kä kä kä kä 
ク ク ク

    quak quak quak. 

えるのうた 以 に う 、
こう に、ドイツ語の を いて
を ら える を た。児童た は、

「 てる 、この 」「これ ドイツの
の 」「 語と らびがい し 」

ドイツ語の に し 、 し いた。
にドイツと の国 についてのク

イ を た。

5 ドイツに し た のクイ の

国 を 、 の の つ とつに意 が
ることを理 すること 、 こ 国 を見
けたとき に「 てる」が え、この う
学 以 に て 国を ること

が出 ると考えた。

3 2 2 「 が き ク 」
1 ドイツ語に れ う Vol.1

2022 7 7 1 2 1
1 1 2

参 大学 小学校 1 小学
校教 2 、大学教 2
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大学 小学校 1 教

2 大学 小学校 の『ド
イツ語に れ う』の授業

について
1 き る うに教 として、『ドイ

ツ語に れ う』 を 成して いた。 21
学 の は、

1 ドイツ語をきいて う
2 ドイツ語 い つをして う
3 ドイツ語の の をうたおう
の大き 3 を 扱 た。

詳
実践 扱う について、 に に
した クを見 がら、「 見て」、「

いて」、「 考えて」、「し 」し が
ら し ことを した。

6 の クと

は小学 1 るた 、 と を
える う を た。

7 は、ドイツの と の を見
て、 の いに を た。

ドイツの と の

7 は、 ドイツ 下 の を
た。 には「お 」 には「 」
には「 らの 」を見 て意見を出
し た。
児童た は、「このお し てる 」「きれい
」「 と て い 」「 が

う 」 詳 に 察し、ドイツと の
いを することが出 た。

の いを見出した は、
た。

8 ドイツ語の ス

8 の ス を ると、 を る
して、し と きと うとする が見

られ、 お つ「き と て言 た 」
「 、 見てる ら のこと言 てる

い 」 してイ を らま
がら、 ら い言語を し いた。
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8 の 語

こ に は お は とお し います

は と します。

の は す 。

お す は す。 がとう

はとて いお す。

が照 ていて の い たた す。

、お は の 方は が る

す て。 を てきて た

児童た は ら い言語 て 、 きたド
イツ語を の こと 、 の う
を しているの を ることが出 ていた。

に 2 ドイツ語 い つをして うの
た。 をしたの に、

と児童との お の児童との
会 を し 。 の と の

児童が「Guten Tag!」と言い がら会 をした
、「Danke」 がとう -「Bitte」 うい

たしまして の会 をし がら、 を た
して を いて
を うとする が見られた。

に 3 ドイツ語の の を
おうの には、 きらきら の を いた

を した。 きらきら は小学 の
科の授業 し し いられた 、これ

ま 語の し がら を した
した を ている うと考えられた

こと ら した。

9 を した

ドイツ語の の を
した に、 ドイツ語の の
方に れるた に、 9 に る うに、
がついている を う に を
るという を いた。
きらきら は 4 の ix ること

ら、 はす て に た 、
が ら と と

え がら参 が 、 業の
的 る、言 と を した に
つ がる の る。

の を し う の
け は参 に を えていた児童が いた
が、1 に を うの を いたこと
、クラス の参 が た。

また、「 を る」という 的にとらえ す
、参 し すい を いたこと 、 れま

の を見 ていた児童 に た。
この う こと ら、 の うに と
を た の の に大いに

を けた。

4 考察
4 1 実践 らの の
小学校 、 と 方 の に
る を いて を とにした
言語教育を てきた。ここ は、1

の 2 の の について る。
2 は、12 8 の 1 校

に た。 は、学 の を 3 つにと 、
つ とつの の をし がら
と るいは すること と を

た。 うすること 、「 てる」 「 きる」
「 る」の 理 が 、 し 学
ことが と ると考えた。
また、 は、ドイツの るが、

の の うに ている う う
を いて をするし け

を た。
ドイツ語の の意 を 、 を見 が
ら の を
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語 を考える
ドイツ語と 語との いを考える
ドイツ語 参 をする する

語 する
す に自 が ている るた 、
た は、ドイツ語の て

すること 、 し ている が見
けられた。

の 、ドイツの び る、 を
おう を に い がら びを た。
この は、 にドイツの た が
いる を に て、 をしていた

した。 の 、 の を が
を い をした。 の に た
は を理 して、 に「 」

「 は たま たま 」「 は 」「き
おし 」 と つ とつの 語と

きを て れ れに し が見て
れた。

10 を おうの 1

この びを した理 としては、ま 、
の は る に し

いこと、 に は 4 ま る のの、
の おし と いき、 を る

る た 、 を た 、 を した
、おし を するという は る

が、言 に関 に参 すること
が きることが の る。

びを いた は に に参 が
き、 お つ の に 結する を
につけることが出 る の る。
また、 の 的 る「 」、「

ラ 」、「ドイツ語」 、 科 の を
した 的 を した の授業 の
に しい教 ることが言える。

4 2 ラ の
学 の に い、小学校 は 2020

ら ラ 教育が れた。
ラ を学 する教科 学 の は

、 学校において ラ
を て ラ 教育に こ

とが れている。小学校 において学
として ラ に らいは、
ラ 言語を えた 、 ラ

の を した とい たこと は 、
「 ラ 的 考」を育 こと、
ラ の きの 、 会が
の に て えられていること

に ことが きる うにするとと に、
を に して を

した 、 い 会を 付いた し う
とする を育 こと、 教科 の を
する 実 する には、 教科 の学

びを 実 のとすることの つに
れている x。

ラ 的 考とは、自 が意 する
の を実 するた に、 の う き

の が 、 つ つの きに
した 号を、 の うに たら

いの 、 号の を の うに し
ていけ 、 意 した に の 、と
い たことを論理的に考えてい と 義 れ
ている。小学校学 は、5 の

、6 の理科 の お
び 的 学 の において、児童が
ラ を し がら、論理的 考 を

に付けるた の学 を る
の 扱いについて している。 以 の

教科において 、 ラ 学
として実 することが 、 ラ

に らいを まえつつ、学校の教
育 児童の実 に て して
れてい ことが られている。
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の 的 る、「 」、「 ラ
」、「ドイツ語」 、 科 の を した
的 を する授業 ラ に

けて、「 が き ク 」に し
た ラ 学 教 の お び授業実
践を している。 として、 の「ドイ
ツ語 い つし う 」に した ラ

学 教 を 11 に す。

11 ドイツ語 い つの ラ
学 教

ドイツ語の い つは言 と言 を すこと
出 ている。 の う ドイツ語の と
クを ること ラ 学

ラ 言語の
を して、 ら 意した「Guten」

「Morgen」、「Tag」、「Abend」とい た
クを、 てドイツ語の
い つを ててい 。実 を すと、
児童が 成した ラ が として
れるた 、 の「ドイツ語 い つし
う 」において に出して した と す
る うに児童が クの を
し がら してい 教 に ている。
に えて、文 した
の文 と きる うに、 ラク の
き出しに児童が ラ に て 成

した文 が れる うに した
12 。「おは う」=「Guten Morgen」の下
を の クに えること 、「こ に は」
「Guten Tag」、「こ は」「Guten Abend」
に に きるた 、 ラ

を してドイツ語の を学 こと
る。 お、 教 は ス の

ラ が 、
ド に れ 児童

を の 学 の児童 学
る。

12 11 の教 の実 結

教 は、ドイツ語以 の言語に
た 13 、 言語教育の の
している。 11 に た教 の

「言語をドイツ語にする」を は に
「言語を 語にする」に すると、 語
の 「Guten Abend」つま 「

」と れる。 の の言語に
すると、 の言語の つ を たまま
れるた 、ドイツ語以 の言語 の

関 につ がること している。

13 言語
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教 は、 ラ の 理 る
「 」「 」「 し」のう 「 」の
を扱 ている。「 」 理は、小学 1 

の国語 扱 れている 、 学 ら
ラ の 理を に付けることは
ると考えた。

4 3 ドイツ語教育の
言語 文 に れる 会を ける と

しては、 した言語に る が ま
る を えてい い 教育 学 が し
てお xi、 3 詳 れた、
大学 小学校 の実践授業における 学 児
童の 的 が、 の理論を 付けている
と言える。
また、 において「ドイツ語」を
る理 としては、 言語が 3.-(1) ら

れた に え、 語の ク が
、 文 を つ 語と、と け

が いということ 付言しておきたい。
2011 大学が している「

大学ドイツ語 ス 」 xi i は、
国の 校 大学 ら のドイツ語 が

られてきていること 、 語とドイツ語の
言語的 らびに を 付ける の
る う。つま 、 が に けられ、

ク することが るドイツ語を学
するに た ては、 4.-(2) られた
ラ 学 教 を することが に
的 の る。これらに え、 い ド

イツ語に れる意義に関して、言語的 以
の に、 に は るが を てて たい。

1970 ら に るま 、 国語学 に
おいては— — に 語に関する の は るが
— —「 論 」に うに、
す きは「教養」 るいは「実 」 とい
た れた 論が れてきた xi i i。
が 言語の学 において 文 の を

、 考を に けることを 的としている
方 、実 の学 は、「 す、 、 、
」の を すること自 が 的と

ている。 の大学における の 国

語教科 は、 のまえがきに と言 て
い 、学 として の の が

られているが、 れは して 国
語教育を して「教養」を育 という を
している け は い。
ここ らに教養に関して言 する れ 、

ドイツ語 における 論を すことは き い
の る。というの 、と けドイツ語
は 18 ――

の『言語 論』Abhandlung über den 
Ursprung der Sprache 1769 に
うに―― は れ自 が成 する を
してお 、 れは言語と に関 している

とする 成 教養 理論が れ、言語
に関して に 論 れてきた ら る。ド
イツ語 において、 語 ラ 語

実 とは け れた言語が に学 れる
理 ここに る。

言語 複言語 義を う EU 的
に るドイツは自国に の 、 を

える 、「 言語としてのドイツ語」
Deutsch als Zweitsprache (DaZ) るいは「

国 語 と し て の ド イ ツ 語 」 Deutsch als 
Fremdsprache (DaF)の が に れて
お 、 教 実している。 教育に
おいては児童た の出自言語を し、 らが
す に ている を として、 国語学
を て た を 的に 成してい
うに す 、 の と を し

つつ てい は、いま 見 う き
い xiv。

において 教養と実 は
は 、 の が られる うに てき
てお 、ドイツ語を 教育において 国
語として学 こと、す 教養 を
たドイツ語 文 い ク スする

ことは、 する においてこ
の る。

5 結語
の 的は、「 が き ク 」

業について、実践 に する児童の
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言を とに 、 ラ ドイツ語
の の を ること 、 の
科 教育の と る のに、「 」す
る において 教育 の「 」お
び「教育 」を えた。「 」は
に れてはいる のの、 に

言 と言えるが、 らは「 」を
言 言う ら の に ら 、自ら

の を して れる として捉えた。
の 差 ら 育 教育の の「 意」
に れること 、 に し 学
することの出 る教 の を している。

し し がら 、教育実践の
についての に しい。

i 大学大学 文 科 教養学

ライ ラ TLP 参照
http://www.cgcs.c.u-tokyo.ac.jp/tlp/
2022 12 8

ii 大学 FD ラ 5
科会「 言語教育の と 」pp.258-

278
iii 文 科学 教育 教育 教
育 小学校における 語教育につい
ての に関する参考 11 小学校の
語教育に関する意 結 の 2008

iv 会 ス「小学
の 語学 に関する 」 2015

v 教育 2015 「 の
語 に関する実 2015」
v i 吉 「 の学校教育における 国語
教育の と 」『複言語 言語教育
』 国語教育 会 No.5
2017 pp.3-19 

vii 実践 について、 成 23 26 学
成 成 C 「 育

教 養成 における 小 を まえた

の としては、小学校の ら 、
小の の 的 関 と の が に

ついて 的 と る教育 ラ 教
の を らに 、教育実践の を うこ
と る。また、ここに れた教 教育
を けた児童た が の うに の を
し、自 の してい を するこ
と る。 ド クを まえて、
らに した ラ の を ることが
の ると考えている。

について、1 4. 1 び 5 は
が、4. 2 は が、4. 3 は が
した。

教育 ラ の
号 23531270、 てる

の の として た の
る。
v i i i 文 科学 教育 教育

2 2 小学校における 語教育に
ついての に関する参考

2005
ix の が 小 に 4 つ
る の 、 の 文 に れ
し すい の つ る。

x 文 科学 「小学校 ラ 教育の
」

https://www.mext.go.jp/content/20200218-
mxt_jogai02-100003171_002.pdf 2022 12

11
xi 吉島 /境 『ドイツ語教授 科学的

と実践に けての 』
2003 pp. 84-87.

xii 大学ドイツ語 ス
https://deutschehaikukyoto.com/ 2022 12

1
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xi i i 吉島/境、p. 91.
xiv ドイツ政府の複言語教育の養成と実際のク
ラスにおける授業実践に見られる差異について
は、以下の論文が詳しい。Marx, Nicole: 
Häppchen oder Hauptgericht? Zeichen der 
Stagnation in der deutschen 
Mehrsprachigkeitsdidaktik. In: Zeitschrift für 
Interkulturellen Fremdsprachenunterricht.

Jahrgang 19, Nummer 1 (2014), pp.8-24. ま
た、ドイツの小学校における児童の出自言語の
捉え方と教育実践との結び付きに関しては以下
の論文を参照のこと。小西優貴「ドイツの学校
の国語科において出自言語を扱う意義に関する
理論的考察」関西大学独逸文学会『独逸文學』
66 号 (2022)、pp. 37-59.




